





























学生は，1982年に 2 割であったものが2012年には 4 割と，年々上昇していた。
9 ）運動に対する心身の適性では，「適性が高い」「どちらかというと適性が高い」と回答した
学生は，1982年に ３ 割台であったものが，2012年には 5 割を超え，この３0年の間に適性の高い
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1982年 1992年 2002年 2012年 全　　体
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
中学・高校ともあり 52 39.4 64 45.1 62 53.9 83 51.6 261 47.5
中学のみあり 49 37.1 39 27.5 33 28.7 37 23 158 28.7
高校のみあり 10 7.6 9 6.3 5 4.3 8 5 32 5.8
中学・高校ともなし 21 15.9 30 21.1 15 13 33 20.5 99 18



























































フトボール」各 6 %，「バスケット」5 %と続いた。
1992年では「テニス」が 8 % と最も比率が高く，
「陸上競技」と「バレーボール」が共に 6 %，「バ
スケット」 5 % と続いた。2002年では「バトミ
ントン」が14%と最も比率が高く，「バレーボール」
8 %，「バスケット」 7 %，「テニス」「弓道」が共
に 4 % と続いた。2012年では「テニス」 が 9 %
と最も比率が高く，「バトミントン」7 %，「バレー













































が85% と最も多く，「県大会出場」が 8 %，「県内
地区大会出場」が 6 %，「地方大会出場」が 1 %
と続いた。1992年では「特になし」が73% と最
も多く，「県内地区大会出場」が18%，「県大会出




が 4 % と続いた。2012年では「特になし」が57%
と最も多く，「県大会出場」が21%，「県内地区大
会出場」が13%，「地方大会出場」が 6 %，「全国









が88% と最も多く，「県大会出場」が 5 %，「地方
大会出場」が 3 %，「全国大会出場」と「県内地
区大会出場」が共に 2 %と続いた。1992年では「特
になし」 が77% と最も多く，「県大会出場」 が
15%，「県内地区大会出場」が 5 %，「全国大会出場」




1982年 1992年 2002年 2012年 全　　体
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
テニス 23 17.4 25 17.6 19 16.5 33 20.5 100 18.2
バレーボール 31 23.5 23 16.2 18 15.7 24 14.9 96 17.5
バスケット 18 13.6 19 13.4 19 16.5 19 11.8 75 13.6
陸上競技 13 9.8 13 9.2 11 9.6 12 7.5 49 8.9
ソフトボール 10 7.6 9 6.3 7 6.1 8 5 34 6.2
卓球 11 8.3 6 4.2 8 7 2 1.2 27 4.9
剣道 3 2.3 5 3.5 6 5.2 5 3.1 19 3.5
バトミントン 4 3 4 2.8 8 7 4 2.5 16 2.9
水泳 5 3.8 2 1.4 2 1.7 1 0.6 10 1.8
器械体操 4 3 2 1.4 0 0 0 0 6 1.1
ハンドボール 2 1.5 0 0 1 0.9 2 1.2 5 0.9
サッカー 0 0 0 0 1 0.9 3 1.9 4 0.7
野球 0 0 0 0 1 0.9 3 1.9 4 0.7
キックボール 3 2.3 0 0 0 0 0 0 3 0.5
弓道 0 0 1 0.7 0 0 2 1.2 3 0.5
空手 0 0 1 0.7 1 0.9 0 0 2 0.4
新体操 0 0 1 0.7 0 0 1 0.6 2 0.4
バレエ 0 0 1 0.7 1 0.9 0 0 2 0.4
スキー 0 0 0 0 1 0.9 0 0 1 0.2
スケート 0 0 0 0 1 0.9 0 0 1 0.2
ダンス 1 0.8 0 0 0 0 0 0 1 0.2
なぎなた 0 0 0 0 1 0.9 0 0 1 0.2
バトン 1 0.8 0 0 0 0 0 0 1 0.2
ホッケー 0 0 0 0 0 0 1 0.6 1 0.2
特になし 31 23.5 39 27.5 20 17.4 41 25.5 131 23.8
回答者数 132 100 142 100 115 100 161 100 550 100
42 短期大学学生の運動経験および運動意識の推移
出場」が12%，「地方大会出場」と「全国大会出場」
が共に 7 %，「県内地区大会出場」が 6 %と続いた。
2012年では「特になし」が72% と最も多く，「県
大会出場」が16%，「地方大会出場」が 5 %，「全




























1982年 1992年 2002年 2012年 全　　体
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
バトミントン 8 6.1 6 4.2 16 13.9 11 6.8 41 7.5
テニス 10 7.6 11 7.7 5 4.3 15 9.3 41 7.5
バレーボール 13 9.8 8 5.6 9 7.8 10 6.2 40 7.3
バスケット 7 5.3 7 4.9 8 7 10 6.2 32 5.8
陸上競技 4 3 9 6.3 1 0.9 10 6.2 24 4.4
弓道 4 3 6 4.2 4 3.5 4 2.5 18 3.3
ソフトボール 8 6.1 5 3.5 0 0 4 2.5 17 3.1
ハンドボール 3 2.3 2 1.4 2 1.7 3 1.9 10 1.8
水泳 0 0 4 2.8 3 2.6 2 1.2 9 1.6
剣道 1 0.8 3 2.1 2 1.7 2 1.2 8 1.5
卓球 0 0 3 2.1 3 2.6 1 0.6 7 1.3
サッカー 0 0 1 0.7 2 1.7 4 2.5 7 1.3
空手 0 0 4 2.8 1 0.9 1 0.6 6 1.1
チアリーダー 0 0 0 0 3 2.6 3 1.9 6 1.1
ダンス 2 1.5 0 0 0 0 3 1.9 5 0.9
野球 0 0 0 0 1 0.9 4 2.5 5 0.9
山岳 1 0.8 2 1.4 0 0 1 0.6 4 0.7
スキー 1 0.8 0 0 2 1.7 1 0.6 4 0.7
バレエ 0 0 1 0.7 1 0.9 0 0 2 0.4
新体操 0 0 1 0.7 0 0 1 0.6 2 0.4
ホッケー 0 0 0 0 0 0 2 1.2 2 0.4
応援 1 0.8 0 0 0 0 0 0 1 0.2
ラグビー 0 0 1 0.7 0 0 0 0 1 0.2
エアロビクス 0 0 1 0.7 0 0 0 0 1 0.2
カヌー 0 0 1 0.7 0 0 0 0 1 0.2
スケート 0 0 0 0 1 0.9 0 0 1 0.2
ウエイトリフティング 0 0 0 0 1 0.9 0 0 1 0.2
特になし 70 53 69 48.6 50 43.5 69 42.9 258 46.9




1982年 1992年 2002年 2012年 全　　体
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
バレーボール 10 38.5 5 18.5 7 20 9 15.5 31 21.2
テニス 6 23.1 7 25.9 4 11.4 15 25.9 32 21.9
バスケット 3 11.5 5 18.5 8 22.9 8 13.8 24 16.4
陸上競技 3 11.5 3 11.1 3 8.6 8 13.8 17 11.6
バトミントン 1 3.8 1 3.7 4 11.4 2 3.4 8 5.5
ソフトボール 2 7.7 1 3.7 0 0 4 6.9 7 4.8
剣道 0 0 1 3.7 2 5.7 2 3.4 5 3.4
サッカー 0 0 0 0 1 2.9 3 5.2 4 2.7
卓球 0 0 1 3.7 2 5.7 0 0 3 2.1
バレエ 0 0 1 3.7 1 2.9 0 0 2 1.4
ハンドボール 1 3.8 0 0 0 0 1 1.7 2 1.4
新体操 0 0 1 3.7 0 0 1 1.7 2 1.4
水泳 0 0 0 0 1 2.9 1 1.7 2 1.4
野球 0 0 0 0 0 0 2 3.4 2 1.4
空手 0 0 1 3.7 0 0 0 0 1 0.7
スキー 0 0 0 0 1 2.9 0 0 1 0.7
スケート 0 0 0 0 1 2.9 0 0 1 0.7
弓道 0 0 0 0 0 0 1 1.7 1 0.7
ホッケー 0 0 0 0 0 0 1 1.7 1 0.7
合計 26 100 27 100 35 100 58 100 146 100
表 7．各調査年の学生が中学時代に取り組んだ運動種目の競技成績（最高成績）
種目名
1982年 1992年 2002年 2012年 全　　体
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
県内地区大会出場 8 6.1 25 17.6 17 14.7 21 13 71 12.9
県大会出場 11 8.3 10 7 28 24.3 33 20.5 82 14.9
地方大会出場 1 0.8 3 2.1 9 7.8 9 5.6 22 4
全国大会出場 0 0 0 0 5 4.3 7 4.3 12 2.2
特になし 112 84.8 104 73.2 56 48.7 91 56.5 363 66
回答者数 132 100 142 100 115 100 161 100 550 100
表 8．各調査年の学生が高校時代に取り組んだ運動種目の競技成績（最高成績）
種目名
1982年 1992年 2002年 2012年 全　　体
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
県内地区大会出場 2 1.5 7 4.9 7 6.1 5 3.1 21 3.8
県大会出場 7 5.3 21 14.8 14 12.2 25 15.5 67 12.2
地方大会出場 4 3 2 1.4 8 7 8 5 22 4
全国大会出場 3 2.3 3 2.1 8 7 7 4.3 21 3.8
特になし 116 87.9 109 76.8 78 67.8 116 72 419 76.2
回答者数 132 100 142 100 115 100 161 100 550 100
44 短期大学学生の運動経験および運動意識の推移
んだ。1992年では「野球」が24% で最も比率が

















































1982年－1992年 4.34 P ＜0.05
1982年－2002年 29.308 P ＜0.01
1982年－2012年 19.038 P ＜0.01
1992年－2002年 12.106 P ＜0.01




1982年－1992年 4.19 P ＜0.05
1982年－2002年 11.655 P ＜0.01



























多い： 4 ，多いとも少ないとも言えない： 3 ，ど







1982年 1992年 2002年 2012年 全　　体
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
バレーボール 24 18.2 24 16.9 53 46.1 44 27.3 145 26.4
テニス 60 45.5 21 14.8 14 12.2 16 9.9 111 20.2
サッカー 4 3 26 18.3 23 20 48 29.8 101 18.4
野球 16 12.1 34 23.9 16 13.9 28 17.4 94 17.1
バスケット 8 6.1 18 12.7 20 17.4 27 16.8 73 13.3
バトミントン 29 22 4 2.8 17 14.8 19 11.8 69 12.5
スキー 13 9.8 25 17.6 2 1.7 3 1.9 43 7.8
スケート 9 6.8 10 7 3 2.6 6 3.7 28 5.1
水泳 2 1.5 6 4.2 6 5.2 10 6.2 24 4.4
ダンス 10 7.6 2 1.4 2 1.7 8 5 22 4
スキューバダイビング 2 1.5 11 7.7 1 0.9 0 0 14 2.5
陸上競技 3 2.3 3 2.1 2 1.7 5 3.1 13 2.4
卓球 6 4.5 0 0 5 4.3 2 1.2 13 2.4
ゴルフ 2 1.5 7 4.9 3 2.6 0 0 12 2.2
ソフトボール 4 3 1 0.7 1 0.9 4 2.5 10 1.8
ラグビー 0 0 8 5.6 1 0.9 0 0 9 1.6
弓道 3 2.3 0 0 2 1.7 2 1.2 7 1.3
フットサル 0 0 0 0 2 1.7 4 2.5 6 1.1
スノーボード 0 0 0 0 4 3.5 2 1.2 6 1.1
ハンドボール 1 0.8 0 0 0 0 4 2.5 5 0.9
アメフト 0 0 3 2.1 1 0.9 1 0.6 5 0.9
ホッケー 1 0.8 1 0.7 0 0 2 1.2 4 0.7
新体操 0 0 3 2.1 0 0 1 0.6 4 0.7
剣道 2 1.5 0 0 0 0 2 1.2 4 0.7
ボウリング 3 2.3 1 0.7 0 0 0 0 4 0.7
アイスホッケー 0 0 3 2.1 0 0 0 0 3 0.5
ローラースケート 3 2.3 0 0 0 0 0 0 3 0.5
その他の種目 3 2.3 2 1.4 10 8.7 13 8.1 28 5.1
特になし 4 3 5 3.5 7 6.1 9 5.6 25 4.5




































1982年 1992年 2002年 2012年 全　　体
人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
バレーボール 36 27.3 27 19 32 27.8 24 14.9 119 21.6
テニス 50 37.9 42 29.6 15 13 12 7.5 119 21.6
バトミントン 59 44.7 14 9.9 21 18.3 22 13.7 116 21.1
バスケット 22 16.7 23 16.2 5 4.3 21 13 71 12.9
スキー 3 2.3 34 23.9 9 7.8 4 2.5 50 9.1
サッカー 1 0.8 5 3.5 6 5.2 22 13.7 34 6.2
スノーボード 0 0 0 0 20 17.4 12 7.5 32 5.8
ソフトボール 10 7.6 4 2.8 4 3.5 9 5.6 27 4.9
卓球 17 12.9 5 3.5 3 2.6 2 1.2 27 4.9
ダンス 3 2.3 7 4.9 4 3.5 10 6.2 24 4.4
水泳 1 0.8 12 8.5 4 3.5 6 3.7 23 4.2
野球 0 0 5 3.5 3 2.6 11 6.8 19 3.5
スケート 1 0.8 3 2.1 2 1.7 7 4.3 13 2.4
ゴルフ 1 0.8 7 4.9 3 2.6 1 0.6 12 2.2
フットサル 0 0 0 0 4 3.5 8 5 12 2.2
スキューバダイビング 0 0 6 4.2 4 3.5 0 0 10 1.8
ハンドボール 2 1.5 0 0 2 1.7 2 1.2 6 1.1
器械体操 3 2.3 2 1.4 0 0 0 0 5 0.9
陸上競技 1 0.8 0 0 0 0 3 1.9 4 0.7
剣道 2 1.5 0 0 0 0 2 1.2 4 0.7
空手 0 0 1 0.7 1 0.9 1 0.6 3 0.5
アーチェリー 2 1.5 0 0 0 0 1 0.6 3 0.5
ウインドサ フーィン 0 0 1 0.7 0 0 2 1.2 3 0.5
スカイダイビング 0 0 2 1.4 1 0.9 0 0 3 0.5
その他の種目 1 0.8 5 3.5 11 9.6 11 6.8 28 5.1
特になし 4 3 4 2.8 14 12.2 33 20.5 55 10










































い： 5 ，どちらかというと適性が高い： 4 ，適性
があるともないとも言えない： 3 ，どちらかとい






















4 つの調査年を比較するために，大変良好： 5 ，
どちらかというと良い： 4 ，良いとも悪いとも言

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































4 ） 4 つの調査年で学生が最も関心を持っている
運動種目は，1982年が「テニス」，1992年が「野球」，
表14．運動と健康に関する各調査項目の平均スコアの年度間の有意差 ( 数字は T 値 )
調査年 体を動かす機会 運動への関心 運動の環境 運動への適性 健康状態 健康への関心
1982年－1992年 1 1.016 2.946 0.164 1.074 1.239
1982年－2002年 3.106 0 3.459 1.26 1.905 2.051
1982年－2012年 0.083 0.331 4.876＊＊ 2.609 1.228 2.264
1992年－2002年 2.846 0.992 0.611 1.12 0.887 0.87
1992年－2012年 0.424 0.763 1.765 2.276 2.411 0.962
2002年－2012年 3.415 0.325 1.048 1.197 3.276 0
＊＊P ＜0.01
表15．運動と健康に関する各調査項目のスコア 1 - 2 と 3 - 5 の学生の割合の年度間の有意差（数字は X2値）
調査年 体を動かす機会 運動への関心 運動の環境 運動への適性 健康状態 健康への関心
1982年－1992年 1.363 0.272 8.228＊＊＊ 2.132 0.977 0.327
1982年－2002年 3.793 7.292＊＊＊ 8.228＊＊＊ 11.075＊＊＊ 0 3.468
1982年－2012年 0.237 6.452＊＊ 9.191＊＊＊ 2.132 1.607 0.954
1992年－2002年 9.524＊＊＊ 10.039＊＊＊ 0 3.72 0.977 1.705
1992年－2012年 0.466 9.074＊＊＊ 0.029 0 0.082 0.166
2002年－2012年 5.882＊＊ 0.029 0.029 3.72 1.607 0.817
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